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アラードAFO
動的安定性を提供し、
歩行パターンを正常歩行に近づけるための装具

イプシロンフロー、トーオフ、ブルーロッカー
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歩行に必要なロッカー機能

田沢製作所 マーケティング部田沢製作所 マーケティング部

歩行における身体重心の前方への推進には、重力が駆動力として利用されます。

身体に作用する重力の作用は「揺りてこ」の原理に基づき、足底に作られた支点を中心とする回転運動に変換されます。

歩行における3つの回転軸をそれぞれ、ヒールロッカー、アンクルロッカー、フォアフットフロッカーと呼び、重要な
歩行のバイオメカニクスと位置づけています（Perry 1992）。

ヒールロッカー アンクルロッカー フォアフットロッカー
観察による歩行分析
訳 月城慶一 山本澄子 江原義弘 盆子原秀三



アラードAFOの特徴
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カーボン製

① ② ③
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① 踵接地時にカーボンが撓み底屈にブレーキをかけフットスラップを防ぎます。
② 撓んだカーボンが反発しながら体を前に前進させます。
③ フットプレートに蓄積されたエネルギーが踏切りと共に反発し、つま先を引き上げ歩幅を確保します。

⚫軽量
⚫薄型
⚫衝撃吸収とエネルギー反発
⚫ロッカー機能を再現
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踵を覆わないデザイン
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⚫固定をしない。

⚫ふくらはぎ、アキレス腱を圧迫しない。

⚫側方支柱と前面シェルが下腿を支持。

⚫靴の選択肢に困らない。
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足底装具との併用
カーボンによるダイナミックな踏み返し + 足底装具によるコントロール
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装具無し トーオフ装着
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アラードAFOの種類

イプシロンフロー
柔らかく撓む

ブルーロッカー
高い支持性と反発力

トーオフ
支持性と反発力

剛性が高い剛性が低い
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選択の目安
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アラードAFOは外側支柱

1. 足関節の回内

2. COPの軌跡

3. 両側ユーザーへの対応



アラードAFOは試着ができます。

•試着デモ機の貸し出し

•当社内での試着会の開催



当社で行っている試着会
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カーボン製短下肢装具
アラードAFO

試着時のポイント

田沢製作所
花田 香織（義肢装具士）

田沢製作所 マーケティング部



田沢製作所 マーケティング部

1.使用上の注意
2.身体機能の評価、現在の装具の利用状況
3.種類の選択
4.フィッティング、アライメントの確認
5.歩行トレーニング、各種タイプの比較
6.歩行の評価

試着でおさえる６つのポイント



ポイント１：使用上の注意

•装着方法、靴に入れて使う

•注意事項、しゃがみ込みができない
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ポイント１：使用上の注意

•装着方法、靴に入れて使う

•禁忌事項、しゃがみ込みができない
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効果的な試着の進め方



ポイント２：身体機能の評価

•ユーザーの身体機能の確認
足関節の状態

現在の装具の利用状況

•室内での装具利用の有無
•就労内容、通勤
•現在の装具を装着しての歩容の確認
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効果的な試着の進め方



ポイント３

種類の選択

オススメは

剛性の異なる2種類を履き比
べると良い
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効果的な試着の進め方



ポイント４

フィッティング、アライメントの確認

•靴とインソールとヒールウエッジをあらかじめ用意

•フィッティングでよくある事例

•アライメントの確認
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効果的な試着の進め方



インソール無し インソール有り

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症による両下肢機能障害
50代女性 来社時両オルトップAFO着用

左右ﾌﾞﾙｰﾛｯｶｰｼｮｰﾄ



ポイント４

フィッティング、アライメントの確認

•靴とインソールとヒールウエッジをあらかじめ用意

•フィッティングでよくある事例

•アライメントの確認
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効果的な試着の進め方



ポイント４

フィッティング、アライメントの確認

•靴とインソールとヒールウエッジをあらかじめ用意

•フィッティングでよくある事例

•アライメントの確認
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効果的な試着の進め方



ポイント５
歩行トレーニング

•立ち上がる練習

•軽く膝を曲げる練習

•体重を左右交互にかける練習

•患側を一歩前へ出す練習

•健側を一歩前へ出す練習

•平行棒内を歩く練習

•階段、坂道を歩く練習
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効果的な試着の進め方



①立ち上がる練習
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②軽く膝を曲げる
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③体重を左右交互にかける
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④患側を一歩前へ
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⑤健側を一歩前へ
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⑥平行棒を歩く
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⑦階段、坂道も訓練
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私がトレーニングプログラムを行った方が
良いと考える理由

①ｱﾗｰﾄﾞAFOに適した身体の使い方、またしっかり荷重をかけることを学び

安全に適切な試着を行うことができる

②適切な剛性のタイプの選択ができる

③短い時間でも、効率の良い試着会を行うことができる

④ｱﾗｰﾄﾞAFOに適正のある人かどうかの判断ができる



ポイント６

歩行の評価

・５ｍ歩行テスト
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効果的な試着の進め方



歩
行
速
度
（

m
／

se
c）

試着前*１ 試着後*２ （ｎ＝８）

＊１ 裸足、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸAFO､足底版など現在のユーザーの状況で歩行

＊２ 最適と考えられたｱﾗｰﾄﾞAFO履いて歩行

現在の傾向（５ｍ歩行を３回施行した平均の速度を試着前､試着後で比較）
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装具なし 左右トーオフショート

ｼｬﾙｺｰﾏﾘｰﾄｩｰｽによる両下垂足
20代、男性
来社時 装具の着用なし

速度（m/秒） ケーデンス(歩数/分)

裸足 1.12 111

左右トーオフ 1.21 119



速度（m/秒） ケーデンス(歩数/分)

左右オルトップＬＨ　 0.97 101

左右イプシロン 0.74 83
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左右オルトップ 左右イプシロン

ｼｬﾙｺｰﾏﾘｰﾄｩｰｽによる両下垂足
50代、男性
来社時 両側オルトップLH



速度（m/秒） ケーデンス(歩数/分)

0日　　　　　 トーオフ 0.97 113

0日　　　　  イプシロン 0.99 109

0＋76日　　イプシロン 1.16 124
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トーオフショート イプシロンフロー

脊椎空洞症による左下垂足
50代、男性
来社時 アラードAFO トーオフショートトーオフショートからイプシロンに変更した同日の動画
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継続的な評価の重要性

⚫継続的な評価を行っていると、身体機能の変化がみ
られるケースも多くあります。

⚫実際、年月が経ち、作り替え時に従来とは異なる種
類へ変更されるユーザーもいらっしゃいます。

⚫身体機能の変化や参加・活動する生活環境によって
要望されるパターンは異なってきますので、継続的
に評価していく事は重要



ユーザーからよく聞くコメント

・楽に歩けるようになった

・装具が軽く感じる

・立っているのが非常に楽になった



おわりに
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